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チ ヨット*ひ とこと

こ
れ
か
ら
も
自
分
流
に
い
き
よ
う

昨年を振 りかえってみると、わが寅 年と仕事 も最後の一年愚

い うことで、知 らず 知 らずの うちに 自分 よが りの思 いが 強かっ

たのではないか と思い ます.そ の ような思 いをい ましめるかの

ような肺がんで した 病気 ら しい病気 もせず に元気 で過 し、い

い気 になってい る私 に神 さまが ちよっ とお きゅうをす えたので

す,,病 気 を しないのがあ た りまえ、健康 なのがあた りまえとい

うお ごった思い をい ましめ られ たのです 、、病 気になってつ くづ く健康であ る ことがい

か に大切で あるか とい うこ とを再認識 しま した 、それ も神 さまが な され たこ とと考え

た ら、「御心 のま まに」 とい う思 いで 、病 気に対 しての悩 み も、恐 れ も、痛 み もあ り

ませ んで した、,ただひ とつ気 になった ことは猫の食事 の こ とで した。で も幸 いに近 く

に住 む友 人が 面倒 をみ て くれるこ とにな り安心 して 入院で きました。今 は、私 よ り先

に猫が天 国に召 される ことを願ってい ます,、

4月 よ り私 もい よい よ年金生活者 にな ります,,定 まった時 間に仕事 に行 くこともな

く、 自分 のや りたい ことがで きるとい うことについ ては、とて も楽 しみ で もあ り、 ち ょっぴ り

不安で もあ ります,で も私には猫がい る、、自然 があ り、自然 はわが師で あ り、わが 友だ ちと考

えた らす ば ら しいではないか とひ と りほ くそ笑んでい る。今年 は是非 わが"西 の里 原始林"に

咲 く花で 、 まだ未撮 影の花 を写真 に撮 りたい と思 ってい ます。そ して、一 人で も二 人で もいい

か ら子 ど もたちに 自然 のす ば らしい ことを知 って もらえたらい いな と思 ってい ます。私 は文明

の利器 に さか らって…切 使用 しません、で きませ ん。職場で も何 もで きないのは私 ぐらいです。

車は 自転車 、 ワープ ロ ・パ ソコン等…切手 にふれ たこ とな し。 で も楽 しく生 きてい ます。 自転

車 に乗 っているか ら大谷地に行 く途中の林の 中のサ イク リングロー ドでキ タキ ツネにあ え、お

話 もで きるのです,,緑 色 に輝 くア オカナブ ン も見つ け られるのです。私は好 奇心の固

ま りだか ら、知 らない事 を知 った時の感動、写真で はみて も実 際 にみた ことの ない野

の花 に出会 った時の感動 、すば ら しい 出会い は まだ まだた くさんあ ります。林の 中は

友 だちが い っぱい なのです。花 に話 しか け、小鳥 の歌 をほめて…緒 に歌 った り、時 に

はスズ メバ チ と も話 します。 こんな私 をみ た ら気が ふれているか な と思 うか もね。実

際 に山で会 った人が私の顔 を見て 、頭 をか しげてい きます。「確 か誰 か と話 してい た

のに…」 と思 って。肩 をは らず 、自分流 に楽 しく生 きたい ものです。肺が んで 入院 し

て多 くの人 々の親切 を受 けま した。退 院後 も。感謝 、感謝、感謝です 。病気 になって

今 まで以上 に、生 きとし生 ける ものに愛 しさを感 じま した。今 まで以上 に人 に も優 し

くで きるか しら,,(理 事 ・北広 島市在住)
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イ ン タ ビ ュ ー

マ ー ク ・ ボ ー(MarkP・e)さ ん

北大法学部在籍 ・フルブライト交換留学生

ア メ リカ に お け る環 境 教 育

アメリカ合衆国で自然環境への関心が高 まっ

たのは、 ここ20年 一30年 の ことです 。環境保

護運 動の高 ま りは、小学校か ら大学 まで 、 と

くにア メリカ全土の学校 において顕著 です 。

最 近 は、 ほとん どの公立学校 の科 目に環境教

育が取 り入れ られてお り、ほぼすべ ての大学

に、各種 の環境専攻科 目が あ ります 。ア メリ

カ人は、小学校 の ころか ら環境 問題 について

学ぶ ので 、 自然環境 の保護 に関心 をもつ よう

になるのだ と思 い ます。

私の場合 は、世 界中の絶滅 のおそれのあ る

生物 と、それが人問の活動 によって どのよ う

に脅か されて きたのか を学 んだ小学校 の授業

を憶 えてい ます。 とくに私 は、クラスでシア

トルの水族館ヘ フ ィール ド調査 にい き、ク ジ

ラが これまで どの ように して撲滅 され、それ

を憂慮す る人達 が どの ように して クジラの絶

滅 を阻止 で きるのか を聞いた ときの ことを憶

えてい ます。宿題のひ とつが、国会議員 に、

イル カ、 ウ ミガメ、その他の海洋 ほ乳動物の

保護 を求め る手紙 を書 くことで した。 また、

高校で は、すべ ての生徒が 「環境教育」 とい

う科 目を選択す るこ とがで き、そ こで、湿地、

熱帯雨林 、絶滅危惧種 に対す る脅威 について

学 び ました。その科 目は、いろいろ なフ ィー

ル ド調査 にいった り、若者 に関心のあ る話題

について議論 す るので、生徒 の問で大変人気

があ りま した。

ア メリカで 自然保護が盛 んな理 由のひ とつ

は、公立学校にお

ける環境教育が、

人間環境保護iより

自然環境保護に力

をいれていること

だ と思 い ます。子 供た ちは、廃棄物処理、 リ

サ イクル、化学物 質汚染 な どの学習 よ りも、

動物 、密林 、野生地帯 な どの学習 によ り高い

興味 を示 します。 そ して、生徒が一度環境全

般 に興味 をもつ と、 自然環境 と人間環境 の両

方の重要性 を教 えるこ とはそ う難 しいこ とで

はあ りませ ん。

す でに述べ た ように、ア メリカ合 衆国のほ

ぼすべ ての大学 に、環境専攻科 目があ ります。

私が入学 したユ タ州立大学で は、環境保護iに

関する8つ 専攻科 目が あ り、600人 の学生 が

在籍 してい ます。専攻科 目には、草地管理や

流域科学の ように特殊 な ものか ら、魚類野生

生物管理、環境学 の ような一般 的な もの まで

あ ります。大部分 の学 生は環境保護iを真 剣に

考 えてお り、多数 がボ ランテ ィア事 業の達成

のための大学 のク ラブの会員です。私 は、地

球資 源 クラブ とい って 、歩道作 り、エ ルクの

冬の給餌 、柳 の植樹 による堤防の補強 な どの

野外事 業 を月毎 に実施す るクラブの会員で し

た。

環境教育が、 日本 よ りア メリカで大 き く広

が った理由 を説明す るのは難 しいのですが、

もっ とも簡単 な理 由は、環境 保護 はほ とん ど

のア メリカ市民 の関心事 であ り、学校がそ う

一3一



した科 目を教えることを父母が望むというこ

とです。他の理由は、公立学校が 自分のカリ

キュラムを決定するにあた り、国の決めた厳

格 な基準に従 うのではな く、より大 きな自由

があるということではないで しょうか。そこ

で、学校は、環境教育科 目のような父母や生

徒に人気のある独 自の科 目を設けることがで

きるのです。大学には環境保護を専攻する多

数の学生がいますが、それは環境保護に向い

た多数の職業があるからです。合衆国では小

さな会社でさえ、普通は環境問題担当の社員

がお り、政府には、環境関連の部門で働 く何

万 という職員がいます。

環境教育が、将来、日本の公教育制度の中

にしっか りと組み込まれることを期待 します。

私は、環境への関心は普通は子供の頃にはじ

まり、もしも子供が環境に関心をもつことを

教育 されるなら、社会全体が次第に子供の考

えに同調するだろうと思います。北海道 自然

保護i協会のような団体が、環境問題について

若者 を教育する役割を果たすことを期待 しま

す。

(ユ タ州 ロ ー ガ ン近 郊 の 歩道 橋 を建 築 中 の マ ー ク)

コメン ト

マーク君は、アメリカの環境法と日本の環境法

の両方に通 じた環境弁護⊥にな りたいという希望

をもってお り、最近、西部の有名な大学の法律大

学院に合格 しました(ア メリカでは、弁護士にな

るためには、法律大学院を卒業 して、州の弁護iL

試験に合格 しなければならない)。

マーク君の本文にも出てきますが、アメリカで

は小学校の頃から自然保護を中心とした環境教育

を熱心に行います。民間の経営する野外学校 も多

数あり、夏休みには多数の子供達がキャンプや体

験旅行に参加 します。また、多数の自然保護団体

があり、子供達は、小さい時か ら環境団体のボ ラ

ンティア活動に参加 した り、いくつかの団体 に加

人して会費を支払った りします。こうした教育や

体験 を通 して、子供達は自然の大切 さ、怖 さ、す

ばらしさを身体で学ぶのです。

また、有権者から政治家への手紙作戦 などもよ

く行われます。政治家も地元の人の目を気に して

環境保護 に取 り組みます。環境など票にはならな

いといわれる日本とは大 きな違いといえます。

マーク君は、アメリカで最 も匡泣公 園の多いユ

タ州の大学の環境学部を卒業 しました。アメリカ

には、ほとんどの大学に環境学部や環境学科があ

り、卒業すると環境学 レの称,ナがもらえます。 日

本には、こうした学部 ・学科はわずか しかあ りま

せん。学生のボランティアも盛んで、マーク君は

地球資源クラブ、自然資源学生協議会、野生生物

協会などに参加 し、地球資源 クラブでは事務局長

と会長をしていました。こうした体験が、入学試

験の時には高く評価 されます。この点も学力試験
・本で選考するH本 の大学 とは大きく異なるとこ

ろです。

マ ーク君は、日本で最も自然に恵まれた北海道

を留学先に選びました。ハイキング、スキー、旅

行が大好 きで ・人でも多くの人に会いたい とい う

希望をもっています。皆 さんも声をかけて くだ さ

い。なお、マーク君は1体 語がたいへん}手 です。

(編集委員 畠lll武道記)
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1998年 自然保護学校 に参加 して

昼 の 部 明 野 宣 子

札幌駅に着くと雪が降っていた。自然保護学校

の開校 日(11月12日)に ピッタリの空模様だ。気

候はどんなに文明が発達 しても変えられない自然

のメカニズムだと誰もがず一と信 じた。 しか し、

20世紀の末になって、地球Lの あちこちでおか し

くなっていた。地球温暖化で近い将来国 ヒがなく

なって しまう国さえあるらしい。

講義に先だって俵浩三会長か ら挨拶、今Hは 濃

紺の背広にビシイと決めて登場。続いて自然保護

学校の校長、鮫島惇一郎講師が登場 して授業開始。

気候と森林の関係、サケの話、移人動物アライブ

マの現状、環境ホルモンと自然保護、r1然 を護る

ために等5目 間内容豊富な授業で した。久 しぶ り

に学生に戻ったような緊張感のある ・時。よくを

言えば30分 位の質疑応答の時間があればいいと思

いました。講義の内容で今一つ理解 しづらい事、

日頃疑問に感 じている事などが聞けたらいいし、

そのうえ参加 した人達ともっとコミニケーション

できたらと思いました。

環境ホルモンという化学物質をほおっておくと
"種の絶滅"と いう恐ろしい時代、恐ろしい状況

の中に生 きている我々がどう生 き延びるかは我々

の考え方次第である。そのために学習と行動に参

加 したいと思いました。(千 歳市在住)

第5回 夏休み
自然観察記録=コンクール入賞者

麺
伊 藤 結 美(恵 庭市 立若 草小学校3年)

こけの研 究

羅
刀禰 浩一一・(根室市 吃花咲小学校4年)

明治公園で見つけた生 きもの

藤川 朋子(旭 川市 立啓明小学校2年)
ア リのかん さつ

薩
坂 尚憲(札 幌 市立緑 丘小学校5年)

カタツムリの観察

与島 千博(苫 小牧市立泉野小学校5年)

金魚が たまごを生 んだよ

佐藤 愛 美(栗 山覇 ウ=栗山小・'}`p校4年)

かたつ む り

刀禰 春洋(根 室市 立花咲 小学校3年)

トリオ ソプスの飼育

高木 宏 徳(札 幌市立月寒小学校2年)

秋の虫 たちつか まえた

荒谷 有紗(札 幌市 ウ:苗穂小学校1年)

あおむ しのかん さつ

匪
ξ島 弥f(苦 小牧市 立泉野小学校6年)

牛の胃は4つ もあ るの?

西川 直輝(由 仁町立 三川小学 校6年)
コオ ロキの成長 と羽化

本間雄.一二朗(札 幌 市 立'F岡 公園小学校6年)

翻
栗山町立

栗山小学校

札幌市 航

プく斗Zノ」・学藩交

紋別 市 ヴ

～召ノLノ」・学壕交

雲の観察

西條 悠(美 瑛町 、k俵真 布小学校5年)

カ イちゃんの成 長日記

長沢 公 一(紋別 市 ヴ沼 ノL小 学 校5年)

牛の出産

岩渕 拓馬(札 幌 市立大 平小学 校4年)
け んびき ょうで のぞいて見た ら

ノ」・材こ 季肖(栗 山町 ウニ栗Ill小学校4年)

か たつ む りの本

中村 尭祉(函 館 市立金堀小学校4年)

けんび鏡 での観 察

牧野 汐美(札 幌 市立大平小学校4年)

お じぎそ うのかん さつ

稲 葉 貴 弄(函 館 市函柏野小学校3年)
ナ ミアゲハのかん さつ

神田 聖 也(札 幌 市立栄町小学校3年)

毛カニ

占岡 容香(札 幌 市立宮の森小学校3年)
ス ズ虫の観察

木谷空見 ∫(}:噂堤田rく乙1二巾晃ノ」・!}∫非交2年)

トか ち三 またの花 と虫

Tイに 止ヒ、と(力旦川一市 、アノklll倖∫ノj・～」∫陸交2イr)
ア ゲハ ちょうの かんさつ

西田 智紀(稚 内市立稚 内中央小学校2年)

雑 草の観察

磯谷 巧(北 広 島市 立人曲小学校1年)

み んないきている夏休みのい きもの

柴田 泰行(音 別町"乙音別小学校1年)
ぼ くのお んべつ 川

戸田 大基(函 館 市 立北 美i原小学校1年)

あおむ しのかん さつ

中島 貴洋(中 富良野Hi∫、Z中富良野小学校1年)

あさが おのかん さつにっ き

森 才華(教 育大附属釧路小学校1年)

おたま じゃくしか らか える や こか らとんぼ
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平岡公園 とその周辺の出来事 道家 暁子
(スコップ倶楽部代表)

平岡公園の一角にウエ ットな環境 を生か した公園整備が市民参加 という形で進められていま

す。「利用」が前提の公園整備 と自然 を生か しながらのエ リァづ くりには矛盾するものがあ り、

私たちは悩みなが ら係わっています。 しか し、親子が中心の仲間たちはとても元気で原っぱや

小川で楽 しんでいます。

この夏、公園に隣接する 「た くぎんの森」(通 称)の 所有権がジャスコに移 り、国内最大級

のショッピングセンターが計画されていることがわか りました。計画が実施 されると平岡公園

の湿地への影響が大変心配 されます。この敷地の半分は池や森が残 り、野幌から、引っ越 して

きたアオサギのコロニーもあ ります。「森を守って ください」 とジャスコにお願いする署名を

草の根運動で始めたところ、2ケ 月で4500も の声が寄せ られました。池や森林部分はどうや ら

今回の計画地から外れ残るようです。 しか し、10ha以 上の広さに建物 と駐車場が建設されると、

地下水への影響は明らかです。す ぐ下に貴重な平岡公園の湿地があるのに何ら配慮されません。

私たちは開発許可 を出す札幌市の各部局に湿地への影響を訴えていますが、むなしいばか りの

手応えです。4月 には札幌市 もアセスに取 り組むようですが、総面積30haの 今回の開発は適応

されません。市民参加だ、パー トナーシップだ、と掛け声はあるものの、市民の声が

政策決定 まで届かないのでは何の意味 もあ りません。

私たちは、子供たちが生 き物 と出会える貴重な身近な自然を失いたくありません。

(札幌市在住)

今年こそ突哨山の公有地化を実現 させよ う
出 羽 寛(突 哨山の自然を考える会)

日本で も有数のカタクリ群生地として知られる突哨山(旭 川)の ことはもうご

存 じかと思います。市民有志41人 が呼びかけ人になり、突哨山を旭川市が買い取

り、公有地化することを求める署名活動を始めて9ケ 月になります。昨年、この

北 多霊
各地の

会報(NC・103号)で も現状をお知 らせし、多数の方から署名を送っていただきました。その後の経過

をお知らせ します。

咋年春から始まった署名活動は順調に進み、8月 末には予定 どうり2万 名を超えました。 この間、多

くの市民、団体、企業の方から協力をいただきました。毎月2回 の街頭署名を行 ったある有志は 「予想

に反して若者の反応が…番良 く、茶髪のおにいちゃんから頑張って下さいと励 まされて感激 した」 と年末

の忘年会で話 していました。

9月 始めに旭川市長、市議会議長へ第1回 目の提出を行いました。議長さんは 「私 も気持ちは皆 さん

と同じです」、助役 さんは 「買い取るとしたら、どのような方法が可能か、担当者に研究させている」と、

心強い返答をいただきました。

今年1月 現在、署名は3万3千 名集まり、最終 目標の3万6千 名までもう一歩です。旭川市長 さんは

元旦のインタビュー記事(地 元紙 あ さひかわ新聞)で 「突哨山のことはいつ も気 に留めている。土地

購入に寄付 をして くれれば、議会や市民の理解を得やす くなるとも考えている」 と話 しています。寄付

には有志の中でも意見が分かれ、どうするか今検討中ですが、いずれにしろ公有地化の実現 まで もう…

歩のところまで来ています。

そのためにも、早急に3万6千 名という最終 目標を達成 し、旭川市へ提出したいと思い ます。再度皆

さんのご協力を却腰いレたいと思います。連絡下されば、署名用紙をす ぐ郵送 させていただ きます。雪

解け後にはまな全道か ら大勢の人が早春の野の花 と雑木林を楽 しみに突哨山にやってきます。今年こそ、

突晴山の公有:地化を実;現ざせたいと思っています。(旭 川市在住)
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軍道

根室道路のアセスメン ト
∫≠館レ和鷹

(理 事)

この道路は自動車専用道路(い わゆる高現格道路)と して将来的には釧路と根室を結ぶ。今回は根室

市内の7kmに ついて工事着工の為にアセスが行われ、昨年10月 にアセス書の縦覧 と地元の説明会が行 わ

れた。私が一部入手 したアセス書はとても満足のいくものではなく、特に鳥類の調査においての疑問点

が多 く、開発建設部が結論付け している 「環境保全水準 を満足する」などと言 う結論を導 き出せ るもの

ではなかった。説明会では地元自然保護関係者の質問に対 して、開発建設部は満足な回答が出来なかっ

たという。

この道路建設に関 しては色々な問題があると思う。ひとつはこのアセスが環境影響評価法による法ア

セスではな く、閣議アセスであるという点だ。閣議アセスでは住民参加の場は説明会 と意見書の提出 し

かな く(必 要に応 じて公聴会)、 形どお りの既成事実を積み上げれば、アセスがどんなものであっても工

事の着工は可能である。

今回この区間の着工を既成事実 として、これから先釧路 までの問に存在している北海道を象徴す るよ

うな特殊で貴重な自然環境や野生動植物に多大な悪影響がでようとも、どんな理 由をつけてでも全線完

成を日指 していくのだろうと思 う。

事実今回のアセスでは、この道路 を建設していく上で避けて通れない筈の温根沼の架橋の問題 も、そ

れに伴ってお きる周辺の自然環境に与える影響についても、何…つ触れられていない。道路は短区間で

は機能 しないはずであ り、そうであれば工事に伴うアセスもまた工事全線を見据 えたものであるべ き

だと思 う。

工事の為のアセスではなく、自然環境のためのアセスが実施 される時が くるの

ニ ユ ー ・ス

だろうか。今年から実施される法アセスが、そうなってくれることを望みたい。

(紋別市在住)

今時 うれ しい新種発見 福 地 郁 子
(編集委員)

当協会の会報、会誌、読本などの写真提供にいつ もご協力いただいている、植物

写真家の梅沢俊 さんが2年 前に見つけたアザ ミが新種であることが最近分かった。新聞のコラ

ムでも、特に景気の低迷 している北海道において、新種発見は明るい話題 と評 していた。

昨年12月25日 の複数の新聞報道によれば、1996年8月 、梅沢 さんは撮影取材で訪れていた、

利尻島南部の海岸近 くの林に点在 していたアザ ミが、道内で普通に目にするチシマアザミと違

い、濃いピンクの筒状花が うわむきに咲いていることに注目した。写真におさめ、国立科学博

物館植物研究部の門田裕一主任研究官(ア ザ ミが専門)に 同定を依頼 した。その翌年門田研究

官 と現地調査を行い、近以種や染色対数を調べ、利尻島固有の新種と確認 した。発見地にちな

み リシリアザ ミと命名、学名は発見者の名前が入 りキルシウム ・ウメザワヌム(Cirsium

umezawanum)と され、国立科学博物館発行の学術誌 「国立科学博:物館研究報告」(1998年

12月22日 発行)で 報告された。

丁寧な観察と取材で素晴 らしい植物写真を発表される梅沢 さんならではの新種発見であろう。

北海道には・まだ未調査部分が残つてし'るOウメザワヌムがさらに解 鷺

1翻窺融1.
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ヨー ロッパ の風 穴植 生 を観 て(そ の2)

当協会副会長 佐 藤 謙

イタリアへ は、7月 中旬、 フィレンツェに初め て滞在 した際 、「2度 と来 ないそ」 と思 っ て

しまい ま した。それは、連 日38度 を超す猛暑 に 「や は り寒い方」 と思 い知 らされ、 また、相 当

の金 持 ちにみ えた ら しく、白昼堂 々、公衆の面前 、中央駅前 とバ スの中で二度 も少女 カツアゲ

集団 にア タックされたか らで した。猛暑 の上 、変 な緊張感 を強 い られた旅 だったのです 。

ところが、その後、10月 と11月 に 「2度 も」 イタリアへ旅 を して しまい ま した。共 にアルプ

ス山脈の南麓(前 山)に あ る風穴地 を観 るためです 。10月 は、南 チ ロル ・ボルザ ー ノ(ボ ーゼ

ン)に 近いエ ッパ ン風穴地 を 目指 しました。研究所 の学生 か ら 「イタリアは北部 ほ ど、観光 地

で ない ほ ど安全。 ま して ドイツ語 圏 となる南 チ ロルは特 に大 丈夫!」 と変 な励 ま しを受 け、恐

る恐 る出発 した旅で した。 しか し、実 際には素朴 な人々の親切 があ り、の どか な旅 を楽 しむ こ

とがで きま した。そのため、11月 には また別の風 穴地 に、余計な心配 をせず に出かける ことが

で きました。ここでは、その うち10月7～8日 に観 ることがで きたエ ッパ ン風穴 地について紹

イトしましょうo

この旅 は、 まず スイス ・チュー リッヒか らイタ リア ・ミラノに向か って まっす ぐに南下、 ア

ルプス を横 断 します。特急 で約3時 間半の旅、国際列車ですか ら安心感 があ り、 また英語が通

じます。次は、 ミラノか らベニ ス行 きに乗 り換 え、ボ ー平原の田園地帯 を北東へ 進み ます。急

行列車ですが相当 に遅れ、何 時 どこに着 くか不安 になって きま した。 しか もイタリア語の車内

放 送 はチ ンプンカンプンです。地図 を広 げて駅 ご とに確認 してい る と、前 の席 にいた 中年夫婦

が とて も親切で、 と くにオ カア ちゃんの方がス トップす るたび駅 名を丁 寧 に発音 して教 えて く

れ ます。 まわ りに 「そ うだ」 とい う微笑みがあ ります 。この ような親切 に囲 まれて観 た広大 な

ボー平原は、 自然の森 林は失われ、全て トーモ ロコシ、 インゲ ンな どの畑や家畜用草地 に替 え

られてお り、ニセア カシア(中 国か らの帰化種)の 木立 やポプラ類 の防風林が 目立 ってお りま

す 。 この ように して約2時 間半、ベ ローナに到着 しました。

ベ ローナで再度乗 り換 え、 アルプス に囲まれたボルザー ノに北上 します。前山地域 に入ると、

家畜用草地 とと もに、平坦面(U字 谷)の リンゴ園や斜面 のブ ドウ畑が 目立つ よ うにな り、セ

イヨウグ リ(Castaneasativa)や ナラ類(Quercuspetraea)が 主 となる落 葉広 葉樹 林 が

優 勢 になって きます 。この森林 は、度重 なる伐採 によって樹 高が低 くなった二次林 ですが、ア

ル プス山脈南麓で は標高約800メ ー トル以下(山 地帯)の 森林植生 を代表 す る もので す 。エ ッ

パ ン風穴地(標 高約650メ ー トル)は 、基本的 に、 この山地帯 に位置 します 。

エ ッパ ン風穴地 につ いては諸文献 に引用 されてい る複数の論文があ りますが 、当時、直接 に

は一 つ も手 に入れてお りませ んで した。全て孫引 きの間接 情報だ けで 出かけて しまったのです。

10月7日 、ボルザ ー ノに到着 した夜 、街最大の本屋 を教 えて もらい 、この風 穴地について尋ね

た ところ、幸 いに もその本屋(ア テー シア)発 行の詳細 な 『エ ッパ ン解説書 』 を手 に入れ るこ

とがで き、真 に心強い気持 ちにな りま した。
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翌8日 はあい に くの強雨 、真 っ暗 な天候 で したが、風 穴地 を充分確認することがで きました。

風穴地周辺の森林 は、既述 の2種 に加 えて ヨー ロッパ ブナ、セ イ ヨウハ シバ ミ、ヨー ロ ッパ ア

カマ ツなどか ら構成 されてお ります 。風穴地 になる と突然 、亜 高 山性の ヨーロ ッパ トウ ヒの小

団林 とな ります。そ して風穴地 中心部 には イワダレゴケ、 コスギ ラ ン、スギカズラ、コケモモ、

コガネギ ク(母 種)、 コメススキ、 ヒメマ イヅル ソウな ど北 海道 との共通種 の ほか 、本 州高 山

に もあ る ミヤマ ソモ ソモ(Poaalpina)、 ミヤマハ ンシ ョウヅルの近縁種(Clematisalpina)、

キ ク科(Ilomogynealpina)、 キキ ョウ類(Carnpanulascheuchzeri)、 シャクナ ゲ類

(Rhododendrorlferrugineum)、 ツツジ類(CallunavulgarisやEricaherbacea)な ど、

この夏 アルプス高 山帯 で馴染 みになった多 くの高山植物 を確 認す るこ とがで きま した。

この風穴地 は、ガ ン トベ ル グと呼ばれる流紋 岩か らなる岩峰(標 高934メ ー トル)の 北東 斜

而下部 、山崩 れ地 として直径1～3メ ー トルの巨礫 が堆積 した斜面の下部 にあ ります。斜面 .ヒ

方 には岩塊露 出地が拡が り、斜 面下部だけが植被(風 穴植生)に 被 われてお ります。特 に、斜

面末端部が直径20メ ー トルほ どの凹地形になった場 所では、凹地の底部 に吹 き出 した冷気が貯

まるようになってお り、特 に高 山植物が集中 して観 られ ます。実際 に地温 を測定 してみ ま した

が 、当 日の強雨 のせ いか、季節 的 に対流が止んで しまったのか 、高 山植物 生育 地で も8.8～9.9

度 、残念 なが ら風 穴地 内外 の気 温 と同 じ値 で した。

文献 に よります と、この凹地の中の高低 差約5メ ー トルの問で顕著 な気温変化(低 部 ほ ど低

くなる気温 の逆転)が あ り、その短距離の変化 に応 じて、下方か ら高 山帯 、亜 高山帯 、そ して

山地帯 の植物群落 がそれぞれ認め られ ると解説 されてお ります。 こ こは、夏季 まで岩塊 問に氷

が認 め られるこ とか ら 「エ ッパ ン氷穴地(E{s-loecher)」 と して有 名であ り、 イタ リアの 「ビ

オ トープ保護 区」 に指定 されてお ります。雨 にもかかわ らず多 くの観 察者が お りま したが 、歩

道以 外は鉄柵 で入 り込めない ように保護 され、歩道際 には 「岩塊 問を対流 した空気が斜面下部

で冷気 として吹 き出す こと」 などを図示 した、正確 な解説看板が1枚 だけ立 て られてお りま し

た。風 穴地における地形的特 徴 と対流説 を確認 した旅で した。 ス イス便 り 「第2報 」 と して。
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シカとワシの鉛中毒

冬になるとオジロワシ、オオワシが越冬のため

に北海道に飛来 してくるが、道東をを中心に1,648

羽(98年2月)確 認されている。スケ トウダラ漁

の不振で分散 し、その一部が阿寒山系に移動 しエ

ゾシカの死体に依存 していることがわかった。

近年、雌鹿の解禁など狩猟が拡大 されたのにと

もないワシ類の鉛中毒の発生がふえている。阿寒

町9羽 、白糠町7羽 のほか29例(オ ジロワシ6、

オオワシ23)の 発生があり、ワシの死亡原因の約

8割 を占めている。死体全てが発見される訳では

ないので、約百羽は死亡 しているとみていいので

はなかろうか。
つが

オ ジ ロ ワ シ は 、 世 界 で5,000～7,000番 い 、 オ オ
つが

ワ シ は 、 日本 と ロ シア で7,000羽 、 約1,700番 い と

い わ れ て い る。 絶 滅 の 危 機 に 瀕 して い る希 少 鳥 類

で 、 国 の 天 然 記 念 物 に も指 定 され て い る 。

シ カ猟 との 関 わ りをの べ よ う。 ラ イ フル 銃 は 、

貫 通 せ ず に 体 内 で 散 乱 し殺傷 力 を高 め るた め に鉛

弾が使われている。手負いもいれば、シカの死体

の一部が現場に捨てられているのも現実である。

鳥は、歯を持っていない分、腺胃(化 学的消化)

と筋胃(機 械的消化)で 消化する。鉛を飲み込む

と腺胃内で急速に溶け、胃は弛緩 しペ リットとし

て吐きもどせず、小石と同様に筋胃内に落ち着 く。

哺乳類は、歯があ り化学的消化はゆっくりで急性

中毒は少ない。また、筋肉内の鉛(散)弾 は、ほ

とんど吸収されないので中毒は大丈夫とか。

鉛弾を銅弾に変更 し、死体を全て持ち帰れば簡

単に解決するのだが。発生が続 く水鳥の鉛中毒は、

鉛散弾によるもので、先進国では禁止されている

が、日本では程遠い話だ。ましてや、「シカを60,

000頭 に半減」 という計画が見直 され ない限 り、

死体の放置は続 くだろう。ハンターのモラルだけ

に頼っていては、さらに、ワシの死亡がつづ き、

国際的批判はさらに大 きくなるのでは。なお、シ

カの死体は、そのほかの猛禽類やクマ、キツネの

餌になっていることも付け加えておこう。

(獣医師 ・中標津町在住)

燃羅辮難雛鞭灘確。蕪

第11回 口頭弁論が11月26日 傍聴者30名 の参加で

開かれました。4月 に裁判長交代以降初めて被告

(道)か ら裁判前日の25日 に準備書面の提出があ

りましたが、私達が再々にわた り要求 していた口

頭での説明は実現 しませんで した。市川弁護i団長

が、鹿追町側 トンネル出入口予定地の法面をナキ

ウサギの 「俳徊 ・採食地」と記述 している点につ

いて 「採食地は生息地 として理解 してよいのか」

と被告に質問。被告は回答に窮 して保留する一一幕

もあ りました。また87年以降の道路建設に係わる

各種調査資料の提出要求に対 して被告側は 「出せ

るものは出す」と答弁 しましたが、八木原告団長

は、先のラウン ドテーブルの際に時のアセスの進

行状況経過報告をその都度報告(提 出)す ると約

束 しているのに一切提出しないのは何故かと質問、

被告側は 「時のアセスは3月 末までかかる」と回

答。裁判長は被告に対 して明らかにできるのは報

告するように促 しました。

他に菅野庄一原告代理人弁護士(東 京弁護士会

所属)が 全国公共事業の現況と問題点について、

事業 自体の必要性、情報公開、市民参加、評価シ

ステムの制度化、自然環境に与える危険性等々を

指摘 し、最後に98年9月 札幌で開かれた日弁連人

権大会での大会決議全文を読みあげ意見陳述をし

め くくりました。

次回公判は2月4日(木)13時10分 ～13時30分 札

幌地裁8階5号 法廷にて開かれます。

道側準備書面への反証および提出した立証計画

書の審議がされる予定です。引 き続 き多 くの傍聴

者の出席を期待 します。
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活 動 日 誌

1998年10月

5日

7日

16日

24日

30日

北方四島シンポ実行委員会

会誌編集会議

拡大常務理事会

エゾシカ ・シンポジウム

札幌市女性センター 参加者60名

日弁連 「エゾシカ問題」ヒア リング対

応

1998年11月

11日 自然 保護i学校 「夜の部」開校

参加者30名

12日 自然保護i学校 「昼の部」開校

参加 者29名

14日 自然観察会(ウ トナイ湖)参 加者16名

20日 拡大常務理事会

26日 ナキ ウサギ裁判

1998年12月

10日 自然保護i学校 「昼 の部」 閉校

16日 自然保護i学校 「夜 の部」 閉校

19日 理 事 会

要 望 讐 な ゼ ・

■1998年10月20日 函館開発建設部長宛

見市川沿い国道277号 復旧工事に関する要望書

■1998年10月20日 森営林署長、森町長宛

森町鳥崎川流域の公有林野等官行造林地の伐採

に関し環境保全上の留意を求める要望書

■1998年12月9日 北海道知事宛

「時のアセス」による士幌高原道路計画の再評

価の進め方に関する要望書

寄.贈

北海道森を知る

森林総合研究所北海道支場

みんなで見直そう公共事業

札幌弁護士会

お 知 ら せ

第2回 高山植物盗掘防止のための

全道シンポジウム

主催 北海道高 山植物 盗掘防止 ネ ッ トワー ク委員会

日 時:99年2月28日(日)10時 ～16時

会 場:か で る2・7ホ ー ル

(札 幌 市 中央 区北2西7)

参 加 費:1,000円(資 料 代 含 む)

内 容

午 前 の 部10:00～12:10

基 調 講 演

「高 山植 物 は 自然 の成 り立 ち を伝 え る宝 物 」

文 化 庁 池 田 啓

緊急 報 告 「北 海 道 の盗 掘 レポ ー ト」

ネ ッ トワー ク委 員 会 調 査 チ ー ム

午 後 の部13:00～16:00

パ ネル デ ィス カ ッ シ ョ ン

「盗 掘 防 止 の 取 組 を拡 げ る ため に」

ス ラ イ ド&ト ー ク 「い た ず ら好 き な神 様 」

植 物 写 真 家 梅 沢 俊

ま とめ ・ア ピー ル

参 加 申 込&お 問 い 合 せ

北 海 道高 山植物 盗掘 防止 ネ ッ トワー ク委 員会 事務 局

〒060-0807札 幌 市 北 区 北7西5ス トー クms704

自然 ウ オ ッチ ン グセ ン ター 内

電 話/FAXO11-736-3165ま で 。

参 加 申込 み は 、① 所 属 の 団体 名 また は 住 所 、② ご

氏 名 、③ 電 話 番 号 を明 記 の上 、葉書 またはFAXで 。

新 会 ……貸 細 卦・介

98年9月20日 から12月19日 迄

【A会員】 加藤 正和 清水 義明 吉田 信夫

【学生会員】 藤田 暢明

藤 川 正 子 1,000円
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*お 知 らせコーナ ー*

冬芽 と野鳥観察 士幌高原道路と21世紀の国立公園

環境庁の 「ふるさと生 きものの里」にも指定 さ

れている西岡公園にパークゴルフ場計画がありま

す。冬芽や野鳥の観察と合わせて開発計画の問題

点など話 しあって行 きたいと思います。

日時:1999年2月27日(土)

場所:10時 西岡水源地事務所前集合

12時00分 解散

防寒着、図鑑、双眼鏡が必要です。

『獣医さんのお話 シリ・一ズ』 の森田先生がテ

レビ出演いた します。是非ごらんください。

NHK教 育 テ レ ビ ・高 学 年 環 境 教 育 番 組(15分)

「た った ひ とつ の 地 球 ～野 生 動 物 の お医 者 さん」

レポ ー ター ・清 水 國 明(タ レ ン ト)

放 送 予 定

2月1日 ・8日(月)11:45か ら

3日 ・10日(水)11:30か ら

4日(木)10:45か ら

講演とフォーラムの夕べ

主催:十 勝自然保護協 会 ・北海道自然保護協会 ・

北海道自然保護i連合

日時:2月20日(土)午 後6時30分 ～9時00分

(6時 開場)

会場:帯 広とかちプラザ視聴覚室(2F)

参加:無 料

内 容

第1部

「大雪山の魅力と稼ぎ方」

講師 梅沢 俊(植 物写真家)

第2部 フォーラム

「士幌高原道路と21世紀の国立公園を考える」

描 灘 冒蕪繍 繋 硲 ・1・
札 塀市中央 区北3条11]」 自加森 ビル5・ .6f●

TEL・FAX 。(011)251」5465ま で

会費納入のお願い

会費納入 につ いては 日頃ご協力 をいただ

いてお りますが 、未納 の方 は至急納 入下 さ

います ようお願 いいた します 。

個人A会 員4,000円

個人B会 員2,000円

(A会 員 と同一世帯 の会員)

学生会員2,000円

団体会員1口15,000円

〔会費納入方法 〕

郵便振替 口座02710-7-4055

北 海 道 銀 行 本 店(普 通)101444

札 幌 銀 行 本 店(普 通)418891

事務局ニユース

新年明けまして、おめでとうございます。昨

年は、会員皆様のお力添えによりまして、2回

目の自然保護学校、日本自然保護協会とタイアッ

プして実施 した、自然観察指導員の養成、小学

生を対象 とした夏休み自然観察記録 コンクール

も5回 を数えるなど、幾つかのシンポジウムの

開催 とともに、大 きな足跡 を残した1年 でした。

今年 も、愈々士幌高原道路問題や、千歳川放水

路問題 も大きな山場を向え、数多くの身近な自

然の保全など、正に正念場の年であ ります。事

務局として も、今年は自然環境が、三乖苦(九)
い い

(1999年)の 年 で は な く、良 い年(平 成11年)

で あ る よ うに願 うと共 に大 いに頑張 りた い と思 っ

て お ります 。(山 辺)

※ この紙は再生紙を使用 しています。
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